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役職等はすべて取材日時点のものです。 

 
 

  令和２年度釜石市地域ケア推進会議を開催 
 

    ８月 28 日、青葉ビル研修室において、地域ケア推進会議を開催しました。この会議は、地域包括ケ 

   アシステムによるまちづくりの推進に向けて、地域課題等に関する情報共有とその解決に必要な関係者 

   間の連携や地域づくりの検討などを行うため、平成 26 年度から実施しています。 

 当日は、医療・介護に携わる職能団体や、弁護士、人権擁護委員、民生児童委員、PTA 連合会等の多

様な団体の代表からなる委員 14 名と、多数のオブザーバーが出席しました。 
 

➤釜石市地域包括ケア推進アドバイザーの委嘱について 
  

 会議の開催に併せ、寺田尚弘氏（釜石医師会介護在宅診 

療部会長）に対し、地域包括ケア推進アドバイザーの委嘱 

状を交付しました。（任期：令和 2 年 4 月 1 日から 3 年） 

 本業務については、後藤純氏（東海大学工学部建築学科 

特任准教授）に対しても同様に委嘱しています。両氏には 

平成 26 年度から継続してアドバイザーを務めていただい 

ています。 

 

 

    会議では、齋藤昭彦教授（岩手県立大学社会福祉学部社会福祉学科）の進行のもと、説明事項２件 

   と協議事項１件について協議しました。 
 

   ➤ 説明① かまいし健康チャレンジポイント事業について（健康推進課） 
 
    釜石医師会の提言を受け、平成 28 年度から実施している事業です。健康寿命の延伸をはかるため、市民一人

ひとりが生活習慣を見直し、自発的な健康増進の活動へ至る行動変容を促す取組みであり、健康づくりの裾野を

広げることを目的としています。 

    協議では、50 歳以下の参加者が少ないことと新型コロナウイルスの影響を考慮した事業内容の見直しについ

て説明がありました。 
 

   ➤ 説明② 地域内移動支援「まちまでタクシー」相乗り事業について（まちづくり課） 
 
    「まちまでタクシー」相乗り事業は、交通弱者の日常生活の移動手段の確保をきっかけとした地域コミュニ 

ティ活性化の推進を目的としたモデル事業です。町内会などの地域団体が実施主体となり、市は事業終了後も持 

続可能な仕組みとなるよう側面支援を行います。 

 今回の会議でいただいた意見により「緩やかな見守り 

ネットワークの構築」を目的の一つに加えて 10 月から 

実施する予定です。 
 

   ➤ 協議①「地域ケア個別会議」開催結果から見る 
    課題と取組みについて（地域包括支援センター） 
     
    地域ケア個別会議は、個別事例の検討を通じた地域課 

   題の把握と実務者レベルの地域支援ネットワークの構築 

   のため、生活応援センター毎に年８回開催しています。 

    今回は、平成 29 年度から令和元年度までの３年間で 

   把握された多様な課題について共有し、解決策等につい 

   て協議しました。 
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   新型コロナウイルス感染症の流行により多職種が一堂に会する機会を設けることが難しくなっている 

  ことから、チームかまいしでは、少人数の打ち合わせ会である一次連携を重点的に行っています。中で 

  も本年度においては、医療・介護職種以外の地域包括ケアの担い手との積極的な連携を進めています。 
 

➢ 子育て世代包括支援センターとの一次連携 
 

６月 30 日、子育て世代包括支援センターの職員と、初めて

の一次連携を行いました。当日は、センター職員である保健師

２名と、チームかまいし職員・アドバイザー４名が出席しまし

た。 

打ち合わせ会では、子育て世代包括支援センターの成り立ち

や業務内容などを確認したほか、現在抱えている課題や、今後

の展望などについてざっくばらんに話し合いました。 
 

➢ 生活支援コーディネーターとの一次連携 
 

７月 14 日、生活支援コーディネーターの皆さんとの一次 

連携を行いました。生活支援コーディネーターは【生活支援 

体制整備事業】に基づいて各自治体に設置され、「助け合い・ 

支え合いの仕組みづくりの調整役」と言える役割を担ってお 

り、釜石市では社会福祉協議会に業務委託を行っています。 

   打ち合わせでは「１人の人を支えるために多職種が抱える 

情報の統合が必要」等の課題が共有されました。 

 

➢ 医療・介護連携の取組みを進めています 
 

医療連携・介護連携についても、従来に引き続き取組みを 

進めています。 

 ８月４日には、釜石薬剤師会の皆さんと、通算 13 回目と 

なる一次連携を行いました。当日は、事業実施に関する詳細 

や、薬局から保健師へと患者を繋いだ事例、今後の連携のあ 

り方に関することなど、連携を軸とした様々なテーマについ 

て情報共有・意見交換を行いました。 

 

 

 
 

   チームかまいしでは、NPO 法人釜石・大槌地域医療連携推進協議会が運用する ICT「OK はまゆり 

ネット」について、様々な形で支援を行っています。 
 

６月11日にはOKはまゆりネット運用調整会議兼事

務局運営会議が、７月 17 日には同企画委員会が開催さ

れました。 

企画委員会では、OK はまゆりネット 10 周年事業と

して「介護との連携強化」等を視野に入れた取組みを

行うこととし、この事業の実施に関する協力依頼が

NPO からチームかまいしへ提出されました。多職種が

集まる事業の開催が難しいご時世ですが、工夫して実

施しますのでご協力をお願いいたします。 
 
 

6 月 11 日の会議の様子 
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   ７月 16 日、釜石市と第一生命保険株式会社盛岡支社との「見守りの取組みに関する協力協定書」の 

  締結が行われました。官民の連携による暮らしやすい地域づくりの推進が期待されます。 
 

協定締結の目的 
 

   この協定は、「問題を抱える住民の孤立死を防止し、地域住民が安心して自立した生活を営めるよう 

  支援すること」を目的としています。市と協定書を締結した事業所は、今回で 18 カ所となりました。 
 

協定の主な内容 
 

   見守り協定を締結した事業所の従業員が、業務の範囲内で「郵便受けに郵便物や新聞がたまっている」、 

  「玄関に鍵がかかっておらず、呼び出しても応答がない」等の異変を継続して察知した場合、市（各地 

  区生活応援センター等）に連絡をいただくものです。 
 

協定締結のきっかけ 
 

   令和２年６月、第一生命保険㈱盛岡支社釜石営業オフィスにて、市地域包括支援センターが主催する 

  「認知症サポーター養成講座」を開催したところ、社内の意識高揚がなされ、社会貢献への意欲が高ま 

  り、見守り協定の締結に至ったとのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 認知症カフェ「ともすカフェ」開催 
 

    ７月 16 日、鵜住居地区応援センターにて「と 

  もすカフェ」が開催されました。当日は認知症

の人やその家族、認知症に関心を持つ地域住民

らが集い、交流を楽しみながら、三峯の杜スタ

ッフの指導による体操などに取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

協力協定書締結式の様子 認知症サポーター養成講座は３回にわたり開催 

打ち合わせの様子 

 認知症サポーター・ステップアップ講座に向けて 
 

ともすカフェ開催後、市職員と三峯の杜スタッ

フにより「認知症サポーター・ステップアップ講

座」の開催及び講座終了後に立ち上げ予定の「チ

ームオレンジ」（サポーターと認知症の人・家族

を繋ぐ取組み）に関する協議が行われました。 

鵜住居交番職員より詐欺についてのお話も 

 



4 
 

 

   ７月 27 日、砂子畑さんあいセンター（砂子畑集会所）において「歯つらつ健口教室」が開催され、 

  砂子畑さんあいクラブのメンバーら約 20 人の住民が参加しました。 
 

   この事業は、市内で「いきいき 100 歳体操」に取り

組む団体のうち、受講希望団体に対して健康教室を開催

するもので、今年度は 12 団体が実施予定です。 
 

   当日は、岩手県歯科衛生士会釜石支部所属の歯科衛生

士や市の保健師が指導役を務め、口内に関するアンケー

トや講話、口腔体操、口腔ケア指導などを行いました。

参加者は、家に帰ってからでも実践できるよう、実際に

体を動かして学びました。 
 

 

 

   ７月 28 日、釜石市長室において、釜石保健医療圏の地 

  域包括ケア体制に関する提言「人生 100 歳時代、住み慣

れた釜石でいつまでも～ “安心”のあるまちづくり～」の

手交式が行われました。 
 

   提言書は小泉嘉明釜石医師会長が代表を務める釜石地 

  域医療体制検討会が作成したもので、下記の 5 つの「安

心の確保」について、官民一体の取組みを求める内容と 

  なっています。 

     

 

   チームかまいしは、釜石市ホームページ上に、連携に関する様式を掲載しています。 
 
   ➤ 入院時・退院時情報提供書（提供：OK スクラムねっと） 

    https://www.city.kamaishi.iwate.jp/docs/2019101700229/ 
 
   ➤ 在宅歯科診療（往診）依頼書（提供：釜石歯科医師会）  

    https://www.city.kamaishi.iwate.jp/docs/2019101700212/ 
 
 

 

野田市長（左）と小泉会長 

何でも食べられる丈夫なお口を目指して 

「安心の確保」に関する提言（釜石地域医療体制検討会）  
① 唯一の急性期病院である県立釜石病院が存続する安心（県立釜石病院の建替えに関する県へ 

の強い要望の実施） 

② 切れ目のない医療介護の連携体制のある安心 

③ 急性期医療・高度急性期医療へのアクセスのある安心 ④ 感染症指定医療機関のある安心 

⑤ 医療機関の役割分担と機能強化による包括ケア体制のある安心 

 

2020年は５年に一度の国勢調査の実施年です。 

連携だより担当も初めての調査業務にトライ。 担当地

区となる自宅周辺を訪問したところ、記憶よりずっと高

齢者が多く感じられ、「地域の見守り・助け合い」の大

切さを実感する機会となりました。(N) 

 〒026-0025 釜石市大渡町３丁目１５番２６号  

TEL ： 0193-55-4536  FAX ： 0193-22-6375 

kea@city.kamaishi.iwate.jp 

https://www.city.kamaishi.iwate.jp/soshiki/kea/ 

【FB】https://www.facebook.com/teamkamaishi/ 

 


